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第 33期目録委員会記録 No.4 
第 4回委員会 
 
日時 2011年 7月 30日（土）14時～16時 30分 
場所：日本図書館協会 
出席者：原井委員長、河野、佐藤、高橋、鴇田、平田、古川、本多、渡邊 
＜事務局＞磯部 
 
[配布資料] 
1. 「目録の作成と提供に関する調査」原稿案-問 2,3（6ページ-A4、古川委員） 
2. 「目録の作成と提供に関する調査」原稿案-問 6-1～6-4（10ページ-A4、平田委員） 
3. 「目録の作成と提供に関する調査」原稿案-問 6-5～6-7（6ページ-A4、河野委員） 
4. 「目録の作成と提供に関する調査」原稿案-問 6-8～6-10（6ページ-A4、渡邊委員） 
5. 「目録の作成と提供に関する調査」原稿案-問 7-1～7-6（12ページ-A4、鴇田委員） 
6. 「目録の作成と提供に関する調査」原稿案-問 8（11ページ-A4、高橋委員） 
7. 「目録の作成と提供に関する調査」原稿案-問 10（2ページ-A4、原井委員長） 
8. U.S. RDA Test Coordinating Committee による RDAの評価と勧告（5ページ-A4、
古川委員） 

9. 新 NCR構成案（3ページ-A4、原井委員長） 
10. NCR改訂作業体制（案）（2ページ-A4、原井委員長） 
11. 第 33期目録委員会記録 No.2（案）（5ページ-A4、事務局） 
12. 第 33期目録委員会記録 No.3（案）（5ページ-A4、事務局） 
 
 
[報告事項ほか] 
1. 議事録の確認 
第 2、3回の議事録を確認した。 

2. ネットデータベースの目録化について 
回答案を委員長が作成し、MLで内容を確認のうえ、回答を行った。 

3. 委員の交代 
 東委員が異動のため退任することになり、後任に佐藤良氏（国立国会図書館）が就任し

た。 
4. ISBD統合版の刊行について 
 本文中の日本語部分の例示に誤りがないかどうかを確認する。 
 
5. U.S. RDA Test Coordinating Committee による RDAの評価と勧告についての報告 
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 U.S. RDA Test Coordinating Committee による RDAの評価と勧告について、古川委員
による報告があった。RDAに関わる動向について、今後もその動向を注視していく必要
がある。 

 
[検討事項] 
1. アンケート調査について 
・アンケート調査の報告書の原稿について、各委員の担当部分（資料 1から資料 7）にお
ける表記の統一を確認した。 
・原稿内の表記の統一および調整を佐藤委員が担当することになった。 

 
2. NCR改訂について 
委員長より提出された新 NCRの構成案について検討・議論を行った。加えて、構成案に
もとづいた作業体制の振り分けを行い、今後の作業予定を確認した。 
・現段階での大まかな構成として、序文、Ⅰ総説、Ⅱ体現形及び個別資料についての記

録、Ⅲ典拠形アクセス・ポイント、Ⅳ関連、Ⅴ付録を予定しているが、今後の作業状

況により変更もあり得る。 
・現 NCRにおける「記述」の内容に相当する「Ⅱ体現形及び個別資料についての記録」
は、従来のエリア（書誌的事項）にもとづく構成として作業を進める。 

・FRBRあるいは RDAを視野に入れるのであれば、エレメントの説明を行う際に、その
エレメントが体現形、個別資料、表現形のどの実体に対するエレメントであるかを明

記する必要がある。 
 

 
次回以降の予定 

9月 3日（土）、10月 15日（土） 
 
 


